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～製作の動機・目的～ 

中学校技術科における材料と加工に関する技術の「構造の内容」を学習する教材を作成した。「構造の内

容」は製作品を設計する際の重要な要素であり，実践的・体験的な学習活動に基づいて学習することが望ま

しい。本教材は，「角材の幅と高さの関係による強度」「三角構造の強度」「断面形状による強度」について，

教師が授業で一括して演示することができるセットになっている。また，生徒が休憩時間などに使用して，

自主的に学習できるように説明書（使用方法と解答）を作成した。 

 

～教材の利用方法・工夫点～ 

 収納棚の製作 

収納棚を作り，キャスターを取り付け，各教

材がワンセットで移動できるようにした。ま

た，収納棚自体に構造を丈夫にする工夫がされ

ており，教材で学習した内容が活用されている

箇所を収納棚で確認できるようにした。 

角材の幅と高さの関係 

による強度の違い  

角材をスチレンボー 

ド（発泡スチロール） 

で代用し，容器の縁に 

設置して，強度比較で 

きるようにした。 

 

 

 三角構造と四角構造 

の強度比較 

棒材を簡易に接合し 

て，三角構造の強度を 

確認できるようにした。 

四本で接合した構造と 

強度の比較が体験的に 

できるようにした。 

取扱説明書 

生徒のみで教材を使用できるよう，取扱説

明書（表面：使用方法，裏面：解答）を作成

した。この取扱説明書は箱の底部に敷き，教

材を使用するときには，いつでも見ることが

できるようにした。 
薄い金属板の断面形 

状による強度の違い 

比較的安価なトタ 

ン板を容器の縁に置 

けるような大きさに 

設計し，何も加工し 

ていないトタン板と 

並べさせ，強度比較 

ができるようにした。 

 


